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東松島市で 3 代続く「清水畳店」を営む清水好和さん。家族の笑顔の土台となる心地よい畳作りと、親切
丁寧なサービスを心がけている。減少する畳需要を盛り返すため、まちのシンボルである航空自衛隊松島基
地のアクロバット飛行チーム ブルーインパルス柄の畳縁（たたみべり）を使用したグッズを製作し、全国
各地から航空ファンが来店するようになった。

（詳細は 5 ページ）

元気な事業所紹介 清水畳店 （東松島市商工会）
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シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
上
手
く

活
用
し
て
欲
し
い
。」
等
の
要
望

が
な
さ
れ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
の
会
長
会
議

で
は
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
へ

の
支
援
強
化
策
、
市
町
村
に
対
す

る
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興

に
関
す
る
条
例
制
定
に
向
け
た
要

望
状
況
、
各
商
工
会
の
職
員
配
置

計
画
の
策
定
に
つ
い
て
慎
重
審
議

が
行
わ
れ
、
出
席
者
か
ら
は
、
各

商
工
会
の
現
状
を
踏
ま
え
た
意
見

や
要
望
が
出
さ
れ
る
な
ど
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

九
月
二
十
六
日
、
商
工
会
長

セ
ミ
ナ
ー
・
商
工
会
長
会
議
が
、

三
十
四
名
の
商
工
会
長
等
が
参
加

の
も
と
、
南
三
陸
町
の
ホ
テ
ル
観

洋
に
て
開
催
さ
れ
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ま
ず
初
め
に

宮
城
労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室

星
野
健
一
室
長
よ
り
、「
働
き
方

改
革
関
連
法
の
概
要
と
中
小
・
小

規
模
事
業
者
に
対
す
る
支
援
策
に

つ
い
て
」と
題
し
講
演
が
行
わ
れ
、

長
時
間
労
働
の
是
正
に
よ
る
女
性

や
高
齢
者
の
労
働
参
加
率
の
向

上
、
非
正
規
雇
用
の
処
遇
改
善
に

よ
る
労
働
生
産
性
の
向
上
な
ど
、

働
き
方
改
革
関
連
法
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
働
き
方
改
革
を
進
め
る
た
め

に
事
業
者
が
活
用
で
き
る
助
成
金

に
つ
い
て
、
活
用
事
例
を
交
え
て

説
明
い
た
だ
い
た
。

続
い
て
、
宮
城
県
経
済
商
工
観

光
部
国
際
経
済
・
観
光
局
古
谷
野

義
之
局
長
よ
り
「
第
四
期
み
や
ぎ

観
光
戦
略
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
」
と

題
し
講
演
が
行
わ
れ
た
。

第
四
期
み
や
ぎ
観
光
戦
略
プ
ラ

ン
は
、
県
沿
岸
部
地
域
の
入
込
客

数
が
未
だ
震
災
前
の
七
割
に
留

ま
っ
て
い
る
こ
と
や
宮
城
県
を
訪

れ
る
際
の
観
光
目
的
、
年
代
、
消

費
額
等
の
動
向
を
踏
ま
え
、
平
成

三
十
年
度
か
ら
三
年
間
を
期
間
と

し
た
計
画
で
、
三
年
後
の
観
光
客

入
込
数
七
千
万
人
な
ど
の
目
標
を

掲
げ
、
プ
ラ
ン
推
進
は
、
地
域
の

受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
が
地
域
経

済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
商
工
会
等
関
係
団
体
と
連
携

し
て
い
き
た
い
と
の
説
明
を
い
た

だ
い
た
。

出
席
者
か
ら
は
、「
全
体
的
に

観
光
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。」「
デ
ィ
ス
テ
ィ
ネ
ー

会長会議で質問に答える佐藤会長

活発な意見交換を行った

「
働
き
方
改
革
関
連
法
案
」の
概
要
と

そ
の
対
応
に
つ
い
て

︱
商
工
会
長
セ
ミ
ナ
ー
・
商
工
会
長
会
議
︱

　この度、商工会関係で次の方々が産業功労として受賞されることとなりました。
晴れの栄誉に輝かれたことをお祝い申し上げます。

栄えある受賞おめでとうございます

府
田　

政
之
氏

（
加
美
商
工
会　

前
会
長
）

岩
渕　

吉
郎
氏

（
み
や
ぎ
北
上
商
工
会　

会
長
）

佐
藤　

倫
治
氏

（
一
迫
花
山
商
工
会　

会
長
）

菅
原　

和
幸
氏

（
本
吉
唐
桑
商
工
会　

前
会
長
）

増
田　

敏
昭
氏

（
村
田
町
商
工
会　

前
会
長
）

 

秋
の
叙
勲 

【
旭
日
単
光
章
】
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と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
と
し
て

「
バ
イ
ヤ
ー
へ
の
商
品
情
報
の
定

期
提
供
」
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
登
録
を
希
望
さ
れ
る
事
業
者

は
、
地
元
商
工
会
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

去
る
九
月
二
十
六
日
㈬
仙
台
市

卸
町
の
卸
商
セ
ン
タ
ー
「
サ
ン

フ
ェ
ス
タ
」
に
て
、
東
日
本
大
震

災
や
関
連
す
る
風
評
被
害
等
で
販

路
を
失
っ
た
水
産
加
工
業
者
、
新

た
な
販
路
開
拓
を
目
指
す
食
品
製

造
業
者
等
を
対
象
と
し
た
商
談
会

を
宮
城
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

と
の
共
催
に
よ
り
開
催
し
た
。

当
日
は
、
販
売
先
と
な
る
バ
イ

ヤ
ー
と
し
て
県
内
及
び
隣
県
の

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
他
に
、

新
た
に
旅
館
・
ホ
テ
ル
関
連
の
バ

イ
ヤ
ー
も
加
え
た
二
十
一
社
を
招

聘
し
、
販
路
拡
大
を
狙
う
県
内

三
十
三
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
が
参
加

し
た
。
ま
た
、
サ
ポ
ー
ト
役
と
し

て
、
商
工
会
の
経
営
指
導
員
や
本

会
サ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
リ
ー
ダ
ー
、

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
の
専
門
家
等
が

商
談
成
立
に
向
け
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

を
側
面
か
ら
支
援
し
た
。

ま
た
、
商
談
会
開
催
前
の
七
月

十
日
に
は
、
参
加
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

と
サ
ポ
ー
ト
役
と
な
る
商
工
会
職

員
を
対
象
に
い
ま
求
め
ら
れ
て
い

る
食
品
小
売
業
界
の
最
新
ト
レ
ン

ド
や
、
商
談
会
で
の
交
渉
力
向
上

と
成
約
へ
繋
げ
る
た
め
の
重
要
な

ツ
ー
ル
で
あ
る
「
Ｆ
Ｃ
Ｐ
商
談
シ
ー

ト
」
の
作
成
手
法
等
、
成
約
率
を

高
め
る
た
め
の
研
修
を
行
い
、
商

談
会
本
番
に
向
け
た
体
制
づ
く
り

を
講
じ
て
き
た
。

そ
の
成
果
も
あ
り
、
商
談
会
当

日
は
、
バ
イ
ヤ
ー
に
目
に
留
め
て

も
ら
え
る
よ
う
商
品
の
展
示
陳
列

に
工
夫
を
凝
ら
し
、
質
の
高
い
売

り
込
み
手
法
で
積
極
的
に
自
社
商

品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
様
子
が
見
ら
れ
た
。

今
後
、
本
商
談
会
に
参
加
し
た

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
課
題
や
問
題
点

等
を
洗
い
出
し
、
事
業
者
に
寄
り

添
っ
た
伴
走
型
支
援
を
通
じ
、
更

な
る
販
路
拡
大
に
向
け
た
継
続
的

な
支
援
を
行
っ
て
い
く
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
本
会
で
は
、
商
談
会
と
は

別
に
、
登
録
し
て
い
る
バ
イ
ヤ
ー

工夫を凝らした展示で商品をPR

販路開拓のため真剣な商談が行われた

新
た
な
販
路
拡
大
に
向
け
た
商
談
会
を
開
催

〜
グ
ル
っ
と
Ｍ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｇ
Ｉ

「
ち
ょ
っ
と
イ
イ
も
の
」
食
の
商
談
会
〜

サテライトオフィス上杉　仙台市青葉区上杉1丁目16－8（プロスペール本田　3階）

022-393-8044

【12月・2019年 1 月の出張相談会開催予定】
①宮城県合同庁舎開催分

場　所 開催日
宮城県大河原合同庁舎（大河原町） 12/18㈫、1 /15㈫
宮城県大崎合同庁舎（大崎市古川） 12/20㈭、1 /17㈭
宮城県栗原合同庁舎（栗原市築館） 12/21㈮、1 /18㈮

宮城県石巻合同庁舎（石巻市あゆみ野） 12/ 4 ㈫、12/18㈫
1 / 8 ㈫、1 /29㈫

宮城県登米合同庁舎（登米市迫町） 12/20㈭、1 /17㈭
宮城県気仙沼合同庁舎（気仙沼市赤岩） 12/19㈬、1 /16㈬
②商工会開催分

場　所 開催日
柴田町商工会 12/25㈫、1 /22㈫
蔵王町商工会 12/12㈬、1 / 9 ㈬
くろかわ商工会大和事務所 12/13㈭、1 /10㈭
玉造商工会（※） 12/13㈭、1 /10㈭
東松島市商工会本所（東松島市矢本） 12/ 7 ㈮、1 / 4 ㈮

※12月は鳴子、 1 月は岩出山の各事務所でそれぞれ開設
いたします。

■開設時間：午前10時～午後 4 時
■定　　員：各日とも 5 名まで（お一人あたり 1 時間の

相談です）
【主催・申し込み・お問い合わせ】

事業主の皆様へ「働き方」が変わります！
2019年4月1日から働き方改革関連法が順次施行されます

改正法の詳細は厚生労働省HP「働き方
改革の実現に向けて」をご覧ください。

よろず支援拠点では皆様の経営課題解決のため
“出張相談会”を下記の通り開設します！
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新設した写真展示館

し
な
が
ら
も
奇
跡
的
に
流
出
を
免
れ

た
、
震
災
前
の
南
三
陸
町
を
撮
影
し

た
写
真
デ
ー
タ
を
何
か
活
か
せ
な
い

か
と
考
え
、
震
災
前
後
の
町
の
姿
を

多
く
の
方
に
伝
え
る
た
め
に
ス
タ
ジ

オ
併
設
写
真
展
示
館
を
整
備
し
ま
し

た
。更

に
、
持
続
化
補
助
金
を
活
用

し
て
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
可

能
な
専
用
プ
リ
ン
タ
ー
を
導
入

し
、「
冊
子
風
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
」

の
制
作
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
と

と
も
に
、
整
備
し
た
写
真
展
示
館

及
び
新
サ
ー
ビ
ス
の
広
報
用
チ
ラ

シ
に
よ
る
販
促
活
動
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

【
具
体
的
な
取
り
組
み
内
容
】

①
手
軽
に
写
真
や
言
葉
を
一
冊
の
冊

子
風
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
に
加
工
で

き
る
「
Ｐ
ｈ
ｏ
ｔ
ｏ
Ｚ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」

の
専
用
プ
リ
ン
タ
ー
を
導
入

②
新
サ
ー
ビ
ス
や
写
真
展
示
会
の

Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
の
作
成
・
配
布
に

よ
る
広
報
活
動
の
実
施

【
本
事
業
が
も
た
ら
す
効
果
】

新
し
く
導
入
し
た
プ
リ
ン
タ
ー

を
使
っ
た
新
サ
ー
ビ
ス
「
冊
子
風

フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
」
販
売
に
よ
り
、

フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
全
体
の
売
上
が
以

前
の
七
〜
八
倍
に
増
加
し
、
売

上
・
利
益
率
が
飛
躍
的
に
伸
び
ま

【
取
り
組
む
き
っ
か
け
】

当
社
は
昭
和
二
十
二
年

の
創
業
以
来
、
南
三
陸
町

志
津
川
地
域
に
お
い
て
、

米
穀
・
燃
料
等
の
販
売
を

経
て
、
写
真
店
を
五
代
に

わ
た
り
営
ん
で
き
ま
し
た

が
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
被
災
し
、
仮
設
店
舗
で

の
営
業
を
経
て
、
現
在
は

本
設
商
店
街
「
南
三
陸
さ

ん
さ
ん
商
店
街
」
で
営
業

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

被
災
に
よ
り
、
地
域
の

生
活
や
産
業
構
造
等
は
大
き

く
変
化
し
、
こ
れ
ま
で
と
同

じ
経
営
で
は
、
将
来
的
な
事

業
発
展
は
難
し
い
と
感
じ
た

こ
と
か
ら
、
新
し
い
サ
ー
ビ

ス
の
導
入
を
商
工
会
に
相
談

し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
被
災

し
た
。

ま
た
、
被
災
前
の
町
の
姿
や
津

波
に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け
た

町
が
少
し
ず
つ
復
興
し
て
い
く
姿

を
見
た
い
と
い
う
多
く
の
方
の
期

待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
、
来
店

者
も
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

【
今
後
の
展
望
】

今
後
は
更
な
る
事
業
の
発
展
を

目
指
し
て
、
お
客
様
の
要
望
に
タ

イ
ム
リ
ー
か
つ
ダ
イ
レ
ク
ト
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
整

備
を
進
め
、
事
業
を
通
じ
て
地
域

の
振
興
・
発
展
に
寄
与
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

【企業概要】
事業者名：佐良スタジオ
代 表 者：佐藤　信一
所 在 地：〒 986-0752
　　　　　本吉郡南三陸町志津川

字五日町 51 番地
南三陸さんさん商店街 B-1

Ｔ Ｅ Ｌ：0226-28-9291

新
サ
ー
ビ
ス「
冊
子
風
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
」の

展
開
に
よ
る
販
路
開
拓

佐
良
ス
タ
ジ
オ
（
南
三
陸
商
工
会
）

経営指導員の声
当事業所は、新フォトブック加

工専用機の導入により、商品力
アップ・売上拡大に繋がっていま
す。今後も更なる販路開拓に繋
がるよう事業所との連携を密に
経営状況の把握に努め、適宜、
事業者に寄り添った支援を行っ
て参りたいと考えています。

南三陸商工会　小野寺　利幸

小 規 模 事 業 者 持 続 化 補 助 金 活 用 レ ポ ー ト ⑲

退職もしくは扶養から外れたら、保険証は使用できません。
※誤って使用した場合は、後日医療費（総医療費の7 ～ 9割）を返還していただくことになります。

保険証が手元にあったので「つい」使用してしまった結果、医療費の高額な返還請求や手続きの煩わしさに困惑する
加入者様が増えております。

保険証が手元に無ければ、「つい」使用することはありません。退職や扶
養から外れる際には、確実な保険証の回収と返却にご協力願います。また
回収が遅くなる場合は、保険証は使用できない旨についてご説明願います。

宮城県（地域別）最低賃金 が改定されました。
地域別最低賃金 時間額 効力発生日

宮城県最低賃金 ７９８円 平成30年10月1日

年齢に関係なく、パートや学生アルバイトなどを含め、すべての労働者に適用されます。
賃金が最低賃金以上になっているか、確認してみましょう。

最低賃金に関するお問い合せは、宮城労働局または最寄りの労働基準監督署へ

■ 必ずチェック最低賃金！使用者も、労働者も

資格喪失届ご提出の際は、保険証を必ず添付してください

TEL：022-714-6852（業務グループ）
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元気な事業所紹介

【
事
業
の
概
要
】

当
店
は
昭
和
十
四
年
に
創
業
し

て
以
降
、
三
世
代
に
亘
り
、
地
域

と
の
関
わ
り
を
大
切
に
一
般
住
宅

の
畳
替
え
や
新
築
物
件
へ
の
畳
の

納
品
を
行
っ
て
お
り
、
お
客
様
の

目
線
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
で
当
店

を
選
ん
で
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
満
足
度
向
上
を
目

指
し
た
経
営
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

【
新
た
な
取
り
組
み
】

近
年
、
日
本
人
の
嗜
好
や
生
活

ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
り
、
和
室

の
減
少
と
共
に
畳
離
れ
が
進
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、「
斬
新
で
他
に

は
な
い
商
品
が
あ
れ
ば
、
畳
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
の
で
は
な

い
か
」
と
の
思
い
か
ら
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
畳
縁
（
畳
の
両
端
に
つ
い
て

い
る
布
地
）
の
開
発
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

小
さ
な
頃
か
ら
、
地
元
の
日
常

光
景
で
あ
っ
た
航
空
自
衛
隊
松
島

基
地
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
飛
行
チ
ー
ム

「
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
」。
東
日
本

大
震
災
後
に
帰
還
し
東
松
島
の
空

を
舞
っ
た
と
き
、
少
し
だ
け
震
災

前
の
日
常
が
戻
っ
て
き
た
よ
う
な

感
動
を
覚
え
、
東
松
島
の
復
興
の

象
徴
と
も
な
っ
た
ブ
ル
ー
イ
ン
パ

ル
ス
柄
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
畳
縁
を
メ
ー
カ
ー
に
依
頼
し

製
作
し
ま
し
た
。

製
作
当
初
は
思
う
よ
う
に
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
す
ぐ
に
は

売
り
上
げ
に
結
び
つ
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
畳
縁
を
使
っ
た
ハ
ン
ド

メ
イ
ド
雑
貨
の
製
作
講
習
会
に
参

加
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
丈

夫
で
軽
い
畳
縁
の
特
性
を
活
か
し

た
バ
ッ
グ
や
ペ
ン
ケ
ー
ス
等
の
小

物
雑
貨
の
製
作
販
売
を
始
め
ま
し

た
。
そ
れ
が
全
国
の
ブ
ル
ー
イ
ン

パ
ル
ス
フ
ァ
ン
の
目
に
留
ま
り
、

そ
の
ご
縁
で
神
戸
市
で
の
航
空

グ
ッ
ズ
販
売
イ
ベ
ン
ト
に
も
出
店

す
る
こ
と
が
で
き
、
多
く
の
方
に

Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
商
工
会
と
の
関
わ
り
】

商
工
会
の
支
援
を
受
け
「
も
の

づ
く
り
補
助
金
」
を
申
請
し
、
熱

圧
着
加
工
の
機
械
を
導
入
し
た
こ

と
で
、
縫
着
で
は
使
用
で
き
な
い

薄
く
柔
ら
か
い
素
材
の
畳
床
を
用

い
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
商
品
製
作
の
幅
が
大
き
く
広

が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
復
興
庁
の
ハ
ン
ズ
オ
ン

支
援
事
業
も
活
用
し
、
販
売
し
た

グ
ッ
ズ
を
入
れ
る
紙
袋
や
ラ
ベ
ル

シ
ー
ル
、
コ
ン
セ
プ
ト
シ
ー
ト
の

製
作
も
行
う
よ
う
に
な
り
、
専
門

家
等
か
ら
も
き
め
細
か
な
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
て
事
業
は
順
調
に
進
ん

で
い
ま
す
。

【
将
来
の
展
望
】

畳
縁
を
活
用
し
た
和
小
物
か
ら

畳
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
、
日

本
の
伝
統
を
守
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
経
済
の
活
性
化
の
一
助
と
な

る
こ
と
を
目
指
し
て
、
今
後
も
親

切
丁
寧
な
サ
ー
ビ
ス
と
魅
力
あ
る

商
品
づ
く
り
に
精
進
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

東急ハンズで開催された「KOBE航空祭」での出店

畳作りで見栄えに一番影響する「角作り」の作業

「畳の魅力を身近に感じてもらうために」
清水畳店　代表　清水　好和氏
住　　所：東松島市矢本字河戸396-3
電話・FAX：0225-82-2448　E-mail:brownie@peach.plala.or.jp
Ｕ Ｒ Ｌ：http://shimizutatamiten.com/
　　　　　https://www.facebook.com/shimizutatamiten/ 笑顔の素敵な 3 代目　好和さんとご家族

（5）第322号 発行　平成30年11月3日



商
業
体
験
を
通
じ
て
、
復
興
が

進
む
町
の
将
来
を
担
う
地
域
の
子

ど
も
た
ち
に
地
域
と
の
関
わ
り
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
、
女
川
小
学

校
五
、
六
年
生
の
児
童
を
対
象
に

女
川
商
売
塾
を
開
催
し
ま
し
た
。

女
川
商
売
塾
は
、
事
業
計
画
の

策
定
や
商
品
の
仕
入
、
販
売
、
収

支
決
算
と
い
っ
た
商
売
の
一
連
の

流
れ
を
実
際
に
イ
ベ
ン
ト
で
の
出

店
を
通
し
て
体
験
す
る
事
業
で

す
。児

童
十
九
人
が
四
班
に
分
か
れ

て
参
加
し
、
全
十
二
回
実
施
し
た

事
業
の
初
回
に
は
事
業
者
自
ら
が

講
師
に
な
り
「
商
売
と
は
何
か
」

を
テ
ー
マ
に
講
義
を
行
い
、
実
際

に
商
売
を
行
っ
て
い
る
様
子
も
見

学
。
そ
の
後
、
売
り
た
い
も
の
を

考
え
事
業
計
画
を
策
定
し
、
原
料

の
仕
入
れ
や
商
品
の
製
作
に
も
挑

戦
し
、
出
店
の
装
飾
準
備
を
進
め

て
い
き
ま
し
た
。

商
品
の
製
作
で
は
、
事
業
者
か

ら
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
バ
ッ

グ
に
プ
リ
ン
ト
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル

マ
ー
ク
の
考
案
や
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

等
の
花
の
イ
ン
テ
リ
ア
の
製
作
を

行
い
ま
し
た
。

準
備
期
間
を
経
て
、
九
月
十
五

日
に
女
川
駅
前
商
店
街
「
地
元
市

場
ハ
マ
テ
ラ
ス
」
で
の
イ
ベ
ン
ト

で
一
回
目
の
出
店
を
行
い
、
町
内

で
仕
入
れ
た
お
菓
子
や
飲
み
物
、

子
ど
も
た
ち
が
製
作
し
た
商
品
を

販
売
し
、
全
グ
ル
ー
プ
が
完
売

し
、
黒
字
に
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
出
店
後
に
は
、
利
益
は
出

た
か
、
ど
の
商
品
が
早
く
売
れ
た

か
等
、
意
見
を
出
し
合
い
、
次
の

出
店
の
準
備
を
行
い
ま
し
た
。

同
月
三
十
日
に
開
催
さ
れ
た

「
秋
刀
魚
収
獲
祭
」
で
の
二
回
目

の
出
店
は
、
前
回
の
出
店
で
学
ん

だ
こ
と
を
活
か
し
て
販
売
に
臨

み
、
こ
の
日
も
全
グ
ル
ー
プ
が
完

売
、
し
か
も
前
回
よ
り
も
利
益
を

増
や
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

最
後
の
報
告
会
で
は
、
子
ど
も

た
ち
か
ら
「
利
益
を
出
す
こ
と
や

限
り
あ
る
時
間
の
中
で
準
備
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
難

し
か
っ
た
」「
お
金
を
稼
い
で
き

て
く
れ
る
親
へ
感
謝
し
た
い
」
等

の
感
想
が
挙
が
り
、
商
売
の
厳
し

さ
、
お
金
を
稼
ぐ
こ
と
の
大
変
さ

を
体
感
し
た
一
方
で
、
商
売
の
仕

組
み
を
理
解
し
、
仲
間
で
協
力
し

て
作
業
を
行
う
大
切
さ
や
喜
び
を

学
ぶ
大
き
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

次
年
度
以
降
も
継
続
事
業
と
し

て
、
子
ど
も
た
ち
に
商
売
と
い
う

観
点
か
ら
地
域
と
の
関
わ
り
を
深

め
て
も
ら
い
、
町
の
将
来
を
担
う

人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
く

予
定
で
す
。

女
川
商
売
塾
開
講
！

︱
小
学
生
が
実
際
に
商
売
を
体
験
︱

	

女
川
町
商
工
会

活発な意見交換が行われた勉強会

多くのお客さんで賑わった出店
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商工会では消費税に関する相談窓口を開設しています。お気軽にお問合せ下さい。

宮城県多重債務無料相談会を開催!
多重債務問題に対応するため、事業者の方の無料相談会を下記のとおり開催します。

●相談会日程
開催日 会場 定員 相談会の内容

11月20日㈫ 県大河原合同庁舎 4名 ■相談会は、午前 9時30分から午後 4時30分までとなります。
■相談時間は、 1人あたり原則 1時間30分とします。
■当日は、宮城県よろず支援拠点のコーディネーター等から
　アドバイスを受けられます。

11月30日㈮ 県石巻合同庁舎 4名
12月 1 日㈯ 県庁 4名
12月 2 日㈰ 県庁 4名

●申込方法（事前予約制）：東北財務局金融監督第三課　電話　022－266－5703
　　　　　　　　　　　　予約受付時間　 9時〜 12時、13時〜 17時（受付期間11月 1 日㈭〜 16日㈮　※土日を除く）
●主催：宮城県多重債務問題対策会議　●後援：宮城県市長会・宮城県町村会　●協力：宮城県商工会連合会・仙台商工会議所
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受
け
、
商
工
会
青
年
部
の
目
的
と

目
標
達
成
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な

事
業
を
行
っ
て
い
く
か
に
つ
い
て

四
名
の
部
長
よ
り
発
表
が
行
わ
れ

た
。

き
る
こ
と
」
等
、
経
営
者
と
し
て

の
心
構
え
に
つ
い
て
語
っ
た
。

参
加
者
は
、
一
代
で
大
企
業
を

築
き
上
げ
、「
経
営
の
神
様
」
と

も
称
さ
れ
る
松
下
幸
之
助
氏
の
経

営
哲
学
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。

去
る
八
月
三
十
日
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
仙
台
に
お
い

て
、
県
下
商
工
会
青
年
部
・
女
性

部
員
約
百
六
十
名
参
加
の
も
と
青

年
部
女
性
部
合
同
研
修
会
を
開
催

し
、
講
師
に
志
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代

表
の
上
甲
晃
氏
を
迎
え
、「
自
己

変
革
の
す
す
め 

〜
自
分
か
ら
変

わ
る
勇
気
〜
」
と
題
し
講
演
を

行
っ
た
。

上
甲
氏
は
松
下
電
器
産
業
㈱
入

社
後
、
松
下
政
経
塾
の
塾
頭
を
経

て
、
現
在
は
「
青
年
塾
」
を
創
設

し
人
材
育
成
に
あ
た
っ
て
い
る
。

松
下
電
器
産
業
㈱
の
創
業
者
で

あ
る
松
下
幸
之
助
氏
か
ら
学
ん
だ

経
営
者
と
し
て
大
切
な
こ
と
を
紹

介
し
、「
ど
ん
な
条
件
を
与
え
ら

れ
て
も
す
べ
て
を
活
か
せ
る
の
が

経
営
者
で
あ
り
、
ピ
ン
チ
も
見
方

を
変
え
れ
ば
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
」「
人

の
話
を
最
後
ま
で
聞
き
届
け
る
こ

と
が
経
営
力
の
根
本
で
あ
り
、
社

長
が
聴
く
耳
を
持
っ
て
い
る
と
社

員
を
や
る
気
に
さ
せ
る
こ
と
が
で

講師の上甲　晃氏 熱心に取り組む部員たち

経
営
者
と
し
て
大
切
な
こ
と

〜
心
構
え
と
話
を
聴
く
耳
〜

︱
青
年
部
・
女
性
部
合
同
研
修
会
︱

髙
橋
和
久
君（
登
米
中
央
）

優
秀
賞
受
賞
！

︱
東
北
六
県
・
北
海
道
商
工
会

青
年
部
員
交
流
研
修
会
︱

第
二
十
五
回
東
北
六
県
・
北
海

道
商
工
会
青
年
部
員
交
流
研
修
会

並
び
に
平
成
三
十
年
度
商
工
会
青

年
部
主
張
発
表
東
北
・
北
海
道
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
が
八
月
二
十
九
日
、

盛
岡
市「
盛
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」

を
会
場
に
、
本
県
よ
り
四
十
七
名

を
含
む
東
北
・
北
海
道
か
ら
青
年

部
員
三
百
七
十
五
名
が
参
加
し
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。

初
め
に
主
張
発
表
大
会
が
行
わ

れ
、
本
県
代
表
の
髙
橋
和
久
君

は
「
歩
き
始
め
た
事
業
承
継
へ
の

一
歩
」
と
題
し
て
、
青
年
部
で
実

施
し
た
中
高
生
向
け
企
業
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
経
験
か
ら
、
初
め
て

家
業
の
将
来
に
つ
い
て
真
剣
に
考

え
、
今
ま
で
対
立
し
て
い
た
父
親

に
自
分
の
想
い
を
認
め
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
、
新
商
品
開
発
に
繋

が
っ
た
体
験
を
力
強
く
発
表
し

た
。
審
査
の
結
果
、
惜
し
く
も
最

優
秀
賞
は
逃
し
、
全
国
大
会
へ
の

進
出
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
。

続
い
て
、
全
国
商
工
会
連
合
会

顧
問
の
宮
本
周
司
氏
よ
り
「
今
後

の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
振

興
と
商
工
会
に
つ
い
て
」
と
題
し

講
演
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
後
行
わ
れ
た
交
流
会
で

は
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
情
報
交
換
の
輪
が
広
が
り
、
同

じ
志
を
持
つ
他
県
の
若
手
経
営
者

等
と
の
異
業
種
交
流
の
場
と
し
て

有
意
義
な
研
修
会
と
な
っ
た
。

な
お
、
平
成
三
十
年
度
主
張
発

表
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
結
果
は
次
の

と
お
り
。

○
最
優
秀
賞

福
島
県
き
た
か
た
商
工
会
青
年
部

　
　
　
　
　

武
藤　

隆
弘　

君

性
化
を
目
指
す
ゲ
ー
ム
形
式
の
研

修
と
な
っ
て
い
る
。

初
め
に
、
林
氏
よ
り
「
青
年
部

員
の
不
満
」
が
提
示
さ
れ
、
参
加

者
は
そ
の
不
満
を
汲
み
つ
つ
、
事

業
を
行
う
意
義
を
伝
え
る
こ
と
で

青
年
部
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
部

員
に
促
す
プ
レ
ゼ
ン
を
行
っ
た
。

そ
の
後
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で

は
、「
ゴ
ー
ル
デ
ン
サ
ー
ク
ル
理

論
」
を
用
い
て
、
行
う
事
業
内
容

か
ら
で
は
な
く
、
目
的
か
ら
考
え

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
説
明
を

去
る
十
月
十
九
日
、
中
小
企
業

大
学
校
仙
台
校
に
お
い
て
、
県
下

商
工
会
青
年
部
員
四
十
三
名
参
加

の
も
と
、
株
式
会
社
ホ
ラ
イ
ズ
ン

ワ
ー
ク
ス
代
表
取
締
役 
林
真
人

氏
を
講
師
に
迎
え
、
商
工
会
青
年

部
活
性
化
研
修
「
イ
ン
パ
ル
ス

ゲ
ー
ト
」
を
行
っ
た
。

イ
ン
パ
ル
ス
ゲ
ー
ト
は
、
参
加

者
が
三
、
四
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
架
空
の
青
年

部
の
部
長
と
な
り
、
部
員
増
強
と

資
質
向
上
を
行
い
な
が
ら
部
の
活

力強く発表する髙橋和久君

イ
ン
パ
ル
ス
ゲ
ー
ト

〝
青
年
部
長
〟疑
似
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

︱
青
年
部
正
副
部
長
研
修
会
︱

最
後
に
林
氏
は
、
イ
ン
パ
ル
ス

ゲ
ー
ト
は
青
年
部
活
動
を
主
体
的

に
行
う
こ
と
が
難
し
い
部
員
こ
そ

受
講
し
て
も
ら
い
た
い
研
修
で
あ

る
た
め
、
各
商
工
会
で
情
報
共
有

を
図
っ
て
欲
し
い
と
の
話
で
締
め

く
く
っ
た
。

参
加
し
た
部
員
か
ら
は
、「
他

の
地
域
の
部
員
と
も
意
見
交
換
す

る
こ
と
が
で
き
、
楽
し
く
学
ぶ
こ

と
が
出
来
た
」「
意
識
改
革
に
な
っ

た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
る
な
ど
有

意
義
な
研
修
会
と
な
っ
た
。
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